
峡東地区支部               地区支部長 金井 奈穂子 

Ⅰ 会員数   1,271 人 

Ⅱ 教育に関すること １ 研修会 

1) リフレッシュ研修会 11 月 8日 Web 開催  47 人参加 

「お肌のリフレッシュ」 

講師：ビューテースペシャリスト 吉澤 晴香・梶原 友理 

2) 継続看護研修会 令和 5年 1月 25 日 Web 開催 

43 人参加 

「新型コロナウイルス感染症流行下における終末期患者

の ACP と在宅看取り」 

事例提供 

訪問看護ステーションほほえみ所長 加藤 恵美 

スーパーバイザー 

トータル・サポート・マネージャー 松本 令子 

２ 市民公開講座(甲州市に共催) 12 月 4 日 50 人参加 

 甲州市勝沼ぶどうの丘イベントホール 

1) 講演会「5 年後 10 年後も若々しく素敵な自分でいられ

るために今からできること」  

  講師：昭和大学歯学博士 石川 健太郎 

2) ホシゾラの時間ヨガ教室 

   ヨガインストラクター 上矢 なぎさ 

Ⅲ 看護の思想普及に 

関すること 

１ フェスタ看護事業への参加 

1) 「一日看護師体験受け入れ」は中止 

2) 「一日まちの保健室」 8 月 7日 31 人参加 

  山梨市子供フィスティバル 

3) 看護の心普及街頭キャンペーンは中止 

代わりに管内の高校 4 校へ峡東地区支部を代表して保健

所職員・支部長の計 3 人で管内 4 校の進路指導室を訪問

し、グッズ配布を行いつつ看護のアピール活動を実施し

た。 

4) みんなで話そう「看護の出前授業」 

笛吹市立一宮中学校 10 月 27 日 70 人参加 

Ⅳ 委員会活動に関する

こと 

１ 会報委員会 

1) 委員構成：7人・担当幹事 2人出席 

2) 委員会開催：5回 

3) 機関紙「輪音」第 17号 12 月 1,300 部発行 

２ 看護連携継続委員会 



1) 委員構成：17人・担当幹事 2人出席 

2) 委員会開催：7回 

3) 「医療と介護の連携の手引き」の活用状況についてのア

ンケートを分析し周知の為の検討を行った。 

  「継続看護」研修会の企画・運営を行った。 

Ⅴ 組織・運営に関す 

ること 

１ 定期総会 5 月 27 日 山梨市総合市民会館にて開催 

  規模を縮小し新旧役員のみの参加で開催した。 

  出席者 32 人  委任状提出 1,092 人 合計 1,122 人で総

会は成立し議事は全て承認された。 

  看護功労者・県民の看護師さん表彰者をお迎えし、支部と

して花束を贈呈しお祝いした。 

２ 役員会開催: 12 回(COVID-19 感染拡大にて、12 回のうち

8月の 1回は Web 会議とした。) 

年度当初及び年度終わりの役員会には各委員会委員長が出

席し活動報告を行った。 

Ⅵ その他 １ 「山梨県峡東地域 医療と介護の連携の手引き」の改訂 

２ 山梨県看護協会峡東地区支部・山梨県介護支援専門員協会

峡東支部・山梨県医療社会事業協会・山梨市・笛吹市・甲

州市・山梨県峡東保健福祉事務所との合同会議開催 

 


